
久
々
に
総
会
開
催
決
定

去
る
十

一
月
二
十
六
日
に
母
校
会
議
室
で
行

な
わ
れ
た
、
幹
事
会
に
お
い
て
、
会
口貝
全
員

一

同
に
呼
び
か
け
、
真
の
総
会
を
開
く
事
を
決
定

し
た
。
二
月
十
九
日
に
東
京
で
開
か
れ
た
、
関

東
地
区
の
同
窓
会
総
会
が
三
百
余
名
を
集
め
る

盛
会
で
あ
っ
た
の
に
刺
激
さ
れ
た
事
も
あ
る
が
、

稲
名
会
長
の
宿
願
で
も
あ
っ
た
。

十

一
月
二
十
六
日
二
時
よ
り
開
か
れ
た
総
会

（幹
事
△
じ

に
お
い
て
、
決
算
報
告
、
予
算
審

¨
　

　

関

東

地

区

の
第

二

回

総

会

に

あ

た

り

、

皆

様

の
母

校

愛

に
敬

意

を

表

し

ま

す

。

』

本
部
も
八
期

の
皆
様

の
努
力
で
、　
マ
リ
ン
ビ
ル
で
総
会
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

一
　
五
年
後
創
立
七
十
周
年
の
記
念
事
業
を
迎
え
ま
す
が
、
皆
様
の
御
協
力
を
お
願

い

［
　
い
た
し
ま
す
。
御
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
２
ム
長
　
稲
名
嘉
男
）

案
，
・・・・！
，！
属
首
ｏ
詈
！
言！
・・・，會
▼
Ｑ
・５
書
！
言Ｑ
員
讐
・Ｑ
・・・・０
・▼！
ｉ
１
０
１
瑾
再
菫
！
雪
Ｑ
善・！
同
曽
ｏ
ｉ

議
の
あ
と
、
会
員
全
員
に
呼
び
か
け
る
真
の
総

会
を
開
く
事
を
決
定
し
た
。
母
校
講
堂
で
、
か

っ
て
二
、
三
回
開
い
た
事
が
あ
る
と
か
。
し
か

し
、
こ
の
二
十
年
以
上
行

っ
て
い
な
い
。
二
年

ほ
ど
前
か
ら
話
が
出
て
い
た
の
が
、
具
体
化
し

た
。
直
接
幹
事
に
は
、
高
八
回
の
鈴
木
康
之
氏

代
表
に
な
っ
た
。
場
所
は
マ
リ
ン
ビ
ル
、
日
は

五
月
二
十
七
日
十
八
時
。
中
込
み
は
四
月
二
十

日
迄
に
。
郵
便
振
替

名
古
屋
２
１
９
８
８
０
１

清
水
東
高
同
窓
全
短
振
こ
み
。

関
東
地
区
同
窓
会

第

一
回
総
会
開
か
る

二
月
十
九
日
　
都
ホ
テ
ル
で
左
記
の
要
領
で

関
東
地
区
同
窓
会
総
会
が
開
か
れ
た
。

左
記
の
式
次
第
の
他
に
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手

田
中
率
氏

（高
三
回
）
の
校
歌
演
奏
、
旧
制

一

回
の
グ
ル
ー
プ

（代
表

・
立
花
薫
氏
）
に
よ
る

謝
辞

（
こ
れ
は
飛
び
入
り
）
。
音
楽
部
出
身
の

鈴
木
実
氏

全
局
八
回
）
の
指
禅
で
、
校
歌
斉
唱

等
、
感
動
的
な
場
面
が
多
く
あ
っ
た
。

集
ま
っ
た
同
窓
生
は
三
百
余
名
、
上
は
旧
姓

一
回
の
卒
業
生
か
ら
、
ド
は
大
学
生
ま
で
、
六

平成元年 3月 10日

第 2号
清水東高等学校同窓会

0543-65-7030

清

水

東

高

関

東

地

区

同

窓

会

第

一
回

総

会

式
　
次
　
第

清

水

東

高

校

長

清

水

東

高

同

窓

会

会

長

清
水
一塁
員
関
東
支

部
発
起
た
代
表

一
、
会

則

（
案

）
の
朗

読

及

●
議

決

日

本

長

期

信

用

銀

行

常

　

務

　

取

　

締

　

役

一
、
　

　

　

筆

　

　

　

家

東

京

大

学

教

授

恩

師

″
清

よ

東

高

Ｏ

Ｂ
レ

十
年
以
上
の
年
代

の
差
を
越
え
て

「
世
界

の
四

方
に
歌
わ
る
る
」
と
声
を
張
り
あ
げ
た
の
で
あ

っ
た
。

な
お
、
第
二
回
総
会
は
四
月
二
十

一
日

（金
）

都
ホ
テ
ル
で
行
な
う
こ
と
に
決
定
。
昨
年
以
上

の
参
加
数
を
と
準
備
を
行
な
っ
て
い
る
。
高
校

八
回
生
を
中
心
に
、
関
東

一
円
に
呼
び
か
け
を

行
な
い
、
関
東
地
区
の
恩
師

（第

一
回
で
は
、

清
水
か
ら
か
け
つ
け
た
先
生
方
も
お
ら
れ
た
）

の
先
生
方
も
た
く
さ
ん
集
め
た
い
と
は
り
切

っ

て
い
る
。
関
東
地
区
以
外
で
参
加
希
望

の
方
は
、

母
校
事
務
局

へ
問
い
合
せ
願
い
た
い
。



定
時
制

の
み
な
さ
ん

ヘ

一‐‐‥
［田剛日円口‐‐□口‐‐回回‐・‐肉四］‐‐‐ｉ‐‐１コ

五
十
周
年
記
念
碑
建
立
に
つ
い
て

一　
鷹鷺
動
蒻
輻鶉琲
絆
　
　
　
昨
年
三
肝
西
ケ
谷

鸞
睫

　

校
長
勇
退
に
伴
い
、

庄
田
校
長
着
任
。

昨
年
の
十
月
、
学
校
当
局
か
ら
本
校
の
定
時

制
課
程
が
昭
和
三
一
年́
十
月
に
創
立
さ
れ
て
か

ら
四
十
周
年
を
迎
え
た
事
を
お
聞
き
し
、
同
窓

会
定
時
制
支
部
と
し
て
何
ら
か
の
記
念
行
事
を

と
考
え
、
役
口貝
の
方
と
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
十
年
後
に
迎
え
る
五
十
周
年
の
記
念

事
業
と
し
て
定
時
制
の
卒
業
生
の
手
で
校
内
に

「記
念
碑
」
を
建
立
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
昨
年
よ
り
定
時
制
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に

吉
変
釜
の
協
力
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
ｃ

戦
後
、
教
育
の
機
会
均
等
の
一
翼
を
に
な
っ

て
発
足
し
た
定
時
制
教
育
も
、
四
卜
年
余
の
歳

月
の
中
で
大
き
く
変
化
し
、　
一
時
は
県
ド
六
十

余
校
の
定
時
制
課
程
も
、
現
在
で
は
二
十
四
校

に
な
り
ま
し
た
。
清
水
市
内
で
も
、
清
商
の
定

時
制
が
本
校
に
、
昭
和
五
十

一
年
統
合
。
こ
れ

か
ら
先
も
、
中
学
校
卒
業
者
の
急
減
期
を
迎
え
、

近
年
中
に
静
岡
市
内
に
単
位
制
高
校
の
設
立
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
今
傍
い

の
定
時
制
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
明

ら
か
で
、
い
く
つ
か
の
定
時
制
課
程
が
廃
校
に

追
い
や
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
＾
母
校

清
水
東
高
校
の
定
時
制
課
程
も
無
事
に
五
十
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
明
言
で
き
な
い

状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
考
慮

す
れ
ば

「記
念
碑
」
の
建
立
の
意
義
は
大
き
い

と
思
い
ま
す
。

定
時
制
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
こ
う
し
た

「記

念
碑
」
建
立
の
意
義
を
御
理
解
い
た
だ
い
て
、

ま
だ
基
金
を
寄
せ
ら
れ
て
な
い
方
は
、
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

送
金
方
法
は
郵
便
振
替

「名
古
屋
〓
―
五
四

八
六
四
　
清
水
東
校

（定
）
卒
業
生
連
絡
会
」

宛
、
募
金
は

一
日
千
円
で
す
が
、
ぜ
ひ
二
千
円

以
上
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
問
い
合
わ
せ
は

千
葉
力
　
宙
自
　
宅

〇
五
四
三

６６

一
三
二

五

勤
務
先

０
五
四
三
鰯

四
二

一
五

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

一　
西
ケ
谷
先
生
の
あ
と
を
受
け
て
六
十
三
年
四

一

一
月
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
文
武
両
道
を
校
是
と
し
て
、
学
習
に
ス
ホ
ー

一

一
ツ
に
見
事
な
実
績
を
誇
る
本
校
の
伝
統
を
受
け

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
っ
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
べ
く
全
力
を
尽
く

一

一
し
ま
す
。
幸
い
、
常
識
と
熱
意
に
温
れ
た
精
鋭

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
の
教
職
員
と
、
能
力
、
学
習
意
欲
に
恵
ま
れ
た

一

一
生
徒
諸
君
の
上日一気
が
、
し
っ
か
り
と
か
み
合

っ
一

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
方
の
い
っ
そ
う

一

一
の
御
支
援
を
お
願
い
中
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
一

　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

募

金

総

額

三

百

三
十

万
余

に
な
る

昨
年
、
こ
の
会
報
で
資
金
不
足
を
訴
え
た
と

こ
ろ
、
八
百
二
十
二
名
か
ら
払
込
が
あ
り
、
総

計
三
三
六
万
二
千
円
余
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
七

月
発
行
の
名
簿
の
広
告
代
金
の
も
ど
り
を
入
れ

る
と
、
四
四
六
万
三
七
八
四
円

（卜

一
月
二
九

日
現
在
）
に
な
っ
た
。
次
頁
の
予
算

・
決
算
の

方
は
す
べ
て
生
徒
の
入
会
金
、
終
身
会
費
で
の

ゑ
運
営
さ
れ
て
お
り
、
宣
（の
基
金
に
は
な
り
得

な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
募
金
を
基
金
に
、
同
窓

会
館
建
設

へ
の
足
が
か
り
と
し
て
行
き
た
い
。

ま
だ
ま
だ
微
々
た
る

一
歩
で
あ
る
が
、
事
あ
る

毎
に
呼
び
か
け
、
増
や
し
て
行
き
た
い
。

ま
ず
は
御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一　
　
庄
田
武
先
生
は
、
昭
和
七
年
生
、
名
古
屋

一

一　

人
｛芸
一
。
浜
北
西
高
校
長

・
県
教
委
性
霰
教

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一　
育
課
課
長
　
総
務
課
課
長
を
経
て
、
本
校
校

一

一　

長
Ｌ

径

．
専
門
は
１

科

［
　

　

　

一

‐̈
‐
‐
ｉ
‥
‐
‐
‐
‥
―
―
―
‥
―
―
‥
―
―
‥
―
―
―
―
―
¨

同
窓
会
会
計
報
告

に

つ
い

て

次
頁
の
上
に
、
六
二
年
度
決
算
、
六
三
年
度

予
算
を
挙
げ
た
。
関
東
地
区
同
窓
べ
五
光
足
と
機

関
紙
印
刷
送
付
は
、
終
身
会
費
値
上
げ
で
何
と

か
赤
字
に
す
る
こ
と
な
し
に
終
っ
た
。
今
年
度

は
総
会
等
で
、
出
資
が
予
想
さ
れ
て
い
る
．ヾ



収 入 の 部

|〕 本年度 予算額 籠作度予算311 1■   減 考備

繰 越 ◆

人 会 金

終 身 会 費

.t 収  入

2 H3て ,t,()円

1,,6 (,1''

1 51ド ('1,('

2166(,('1 A lo2 94()

558 )t'('

100111文 378人 |■ |

1000円 ■ 18ノ、1定 |

111)II卜 378人 |■ |

21“ 円γ 18ブ、1定

預金利「

ll)|:,(

昭和 63年度 清水東高等学校同窓会予算書昭和 62年度 清水東高等学校同窓会決算書

1 226 0'911]

21121191=1

211360)円   ギ年十営へ練越

静岡県立清水東高等学校文書都

ll(X)III,tll

li'1'II)「 |

1'lil

へ
　
出
］

一
向

収

芝

残

人

出

一品

収

立

残

印
　
印

″
＾
″

島

　
よ

Ｌ
血

文
芸
部
誌

「
清
流
」

文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受
＜

一清
）凰

四
十
号
が
、
全
国
文
芸
作
品

コ
ン

ク
ー
ル
・
文
芸
誌
の
部
で
、
最
〓市向
の
文
部
大
臣

奨
励
賞
を
受
け
た
。
昨
年
十
二
月
二
十
日
に
、

東
京
青
山
会
館
で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
、
三
年

の
部
長
小
沢
広
起
君
が
、
代
表
で
出
席
し
た
。

下
段
の
写
真
は
そ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。

全
国
四
十
九
誌
の
応
募
が
あ
り
、
感
性
、
内

容
の
点
で
特
に
秀
れ
て
い
る
と
の
評
夕
与

け^
た
．

な
お
こ
れ
は
高
文
連

（高
校
文
化
連
盟
）
の

文
芸
の
部
と
し
て
三
回
円
で
あ
り
、
部
誌
の
コ

ン
ク
ー
ル
と
し
て
は
第

一
回
日
で
あ
る
）^

文
芸
部
は
、
現
在
部
員
十
三
名
、
顧
問
久
恒

先
生
の
許
、
月
刊
誌

「
ひ
こ
う
き
ぐ
も
」
も
発

行
、
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。

―
事
務
局
よ
り
お
願
い
―

今
年
五
月
の
総
会
に
関
し
て
、
事
務
局

か
ら
お
願
い
を
し
ま
す
。

ま
ず
、
各
同
期
の
幹
事
を
は
っ
き
り
き

め
て
頂
き
た
い
。
幹
事
の
決

っ
て
い
る
回

期
で
も
、
連
絡
も
と
れ
ず
、
通
知
を
出
し

て
も
返
事
の
な
い
回
期
も
あ
る
。
叉
昭
和

四
十
九
年
卒
以
下
の
回
期
は
代
表
幹
事
が

き
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
出
来
る
だ
け
早
く

き
め
て
事
務
局

へ
お
し
ら
せ
願
い
ま
す
ｃ

な
お
、
総
会

へ
の
出
席
は
参
加
料
の
振

込̈
み
で
中
込
み
に
か
え
る
こ
と
に
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一難
一罐
摯

一，

こ

嬌

＾
＾
　

，
【　
え
τ
ヽ

ｔ

ｔ
ｉ
縛

氏

参

ふ
材

ズ
ｒ
ｔ

ス
，

■
年
燿

収 入 の 部
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↑
定
↑
定

| 1 226 t'79

支 出 の 部

[] 本年町 丁草和 前年n41■富詢 TI  数 み備

f: ・義 費

旅   費

慶 弔 費

需 要 費

通 イ.: 費

管 理 費

事業記を費

学l~助 成費

雑   費

■ 備 脅

|,1),|'

1,1,1' |

|ヽ 6`'  ('1'(,

21,(||,11,

F`,0111(|

136(, ()()()

131,1,1,()(,

2r)(,()r,(

1(冷 0(1)

51)1)(

1書 三、、役員f,

1役 員等旅費

‐祝儀、香 ri、 転退職 者
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現
二
年
生
か
ら
、
理
数
科
を
含
め
学
年
十
ク

ラ
ス
に
な
っ
た
。
こ
の
四
月
か
ら
全
校
千
二
百

名
の
大
世
帯
を
か
か
え
る
。

昨
年
度
全
国
大
会
ク
ラ
ス
ヘ
の
運
動
部
出
場

が
な
か
っ
た
。
そ
の
割
に
は
、
進
学
の
成
績
が

よ
か
っ
た

（東
大
現
役
合
格
者
十
名
）
。
文
武

の
、
文
が
い
さ
さ
か
、
気
を
吐
い
た
と
い
っ
た

感
じ
の
年
で
あ
っ
た
。

今
壬
度
は
全
国
優
勝
と
い
っ
て
も
い
い
賞
を

文
芸
部
が
受
け
た
。
特
筆
す
べ
き
事
で
あ
る
。

一
方
運
動
各
部
は
低
迷
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る
。

来
年
度
を
期
待
し
た
い
。

運
動
部
昭
和
六
十
三
年
成
績

◇
サ
ッ
カ
ー

イ
ン
ハ
イ
　
準
々
　
対
清
商
三
上

二

Ｐ
Ｋ
二
―
三
で
惜
敗

国
体
に
竹
沢

（三
年
）
相
馬

（二
年
）
高
橋

舎
一年
）
出
場
　
優
勝

選
手
権
　
決
勝
　
対
清
商

一
―
二

延
長
の
末
惜
敗

０
寿

球

秋
季
大
会
　
県
ベ
ス
ト
８
進
出

久
表
に
甲
子
園
が
見
え
た

◇
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

イ
ン
ハ
イ
　
県
三
位
　
対
清
商
に
惜
敗

新
人
戦
　
　
県
三
位

も
う

一
歩
で
あ
る
。

◇
陸
　
上

イ
ン
ハ
イ
　
湯
川
豊
子
、
百

ハ
ー
ド
ル
東
海

総
体
出
場
　
全
国
大
会
出
場
は
な
ら
ず

新
人
戦
は
、
二
年
田
代
が
百

ハ
ー
ド
ル
で
活

躍
。
駅
伝
に
も
ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
な
が
ら

出
場
、

１５
位
と
初
出
場
と
し
て
は
出
色
の

出
来
で
あ
っ
た
。

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト

女
子
が
新
人
戦
で
大
活
躍
、
中
部
二
位
と
な

り
、
県
も
準
々
ま
で
進
む
。

◇
硬
式
庭
球

新
人
戦
　
団
体
で
県
ベ
ス
ト
８
、
シ
ン
グ
ル

海
野

（
一
年
）
は
中
部
二
位
、
ダ
ブ
ル
優
勝

◇
軟
式
庭
球

男
子
は
、
新
人
戦
団
体
　
中
部
優
勝
、
県
べ

ス
ト
６
。
個
ノ
も
多
田

・
蛯
谷

（
一
年
）
が

県
ベ
ス
ト
ー６
に
入
る
。
女
子
は
団
体
で
イ
ン

ハ
イ
新
人
と
県
大
会
に
出
場
す
る
。

な
お
、
こ
の
他
に
二
年
の
杉
田
正
方
が
、
ボ

ー
リ
ン
グ
で
秋
の
国
体
に
出
場
、
全
国
五
位
に

入
賞
ヽ
話
題
と
な
っ
た
。

前
述
の
文
芸
部
に
見
ら
れ
る
如
く
、
他
の
文

化
部
も

一
時
期
の
低
迷
か
ら
ぬ
け
出
し
、
動
き

始
め
て
い
る
。

囲
碁
部
が
、
中
部
で
上
位
入
賞
。
県
で
も
な

か
な
か
の
所
を
ね
ら
い
出
し
て
い
る
。
ブ
ラ
バ

ン
は
定
演
を
め
ざ
し
、
音
楽
は
、
久
々
に
聴
か

せ
て
い
る
。
美
術
は
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
を
出

す
。
演
劇
は
部
員
数
十
何
名
に
な
り
張
り
き
り
、

書
道
も
部
員
が
ふ
え
た
。
生
物
も

コ
ン
ク
ー
ル

参
加
を
め
ざ
し
、
化
学

・
物
理
も
、
そ
れ
な
り

経
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
新
聞
も
時
折
り
発

行
さ
れ
て
い
る
。
見
通
し
は
明
る
く
な
っ
た
。

昨
年
十
月
十
九
日
、
何
十
年
ぶ
り
か
で
母
校

を
訪
れ
た
面
々
。
前
列
に
、
亀
山
、
久
保
田
、

大
田
等
な
つ
か
し
い
先
生
方
も
お
ら
れ
る
。

／
編
集
を
峰
えて
／

ど
う
や
ら
、
二
号
を
発
行
で
き
ま
す
。
金
銭

的
な
面
は
と
り
あ
え
ず
解
決
し
ま
し
た
。
後
は
、

人
手
の
問
題
で
す
。
で
き
れ
ば
、
専
従
で
、
編

集
を
や
っ
て
下
さ
る
方
が
お
ら
れ
れ
ば
、
ま
こ

と
に
有
難
い
の
で
す
が
。
事
務
局

（清
水
東
青∪

ま
で
御

一
報
下
さ
い
。

「
学

校

現

況

」

文

イし

部


